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議会事務局　℡86-2248大紀町議会副議長　平見　順一 大紀町議会議長　山添　英機

第
１
回
定
例
会

　

令
和
２
年
第
１
回
大
紀
町
議
会
定
例
会
を
、
３
月
９
日
か
ら
25
日
ま
で
の
17
日
間
の

会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　

議
会
の
役
員
改
選
で
は
、
議
長
に
山
添
英
機
議
員
、
副
議
長
に
平
見
順
一
議
員
が
選

出
さ
れ
た
ほ
か
、
各
常
任
委
員
、
議
会
運
営
委
員
が
選
任
さ
れ
る
な
ど
、
議
会
の
新
体

制
が
整
い
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
２
年
度
当
初
予
算
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
、
条
例

制
定
や
条
例
改
正
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

議
長
・
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り
町
議
会
活
動
並
び
に
町
政
各
般
に
わ
た
り
、
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
私
た
ち
は
、第
１
回
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、

議
長
並
び
に
副
議
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄

に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
職
務
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
公
平
・
中
立
な
議
会
運
営
に
心
が
け
、
町
政
発
展
の
た
め

に
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
国
内
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
増
加
し
て
い
る
中
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
宣
言
し
、
世
界
規
模
に
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
状
況
を
非
常

に
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
感
染
者
数
（
３
月
27
日
現
在
）
は
、
依
然
と
し
て
増
加
傾
向
に
あ
り
、
国

民
生
活
や
経
済
活
動
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
に
重
大
な
影
響
が
お
よ
び
危
機
的
状
況
に
な
る

も
の
と
推
察
さ
れ
る
中
、
東
京
都
や
大
阪
府
の
感
染
者
の
う
ち
感
染
経
路
の
追
え
な
い

ケ
ー
ス
が
急
増
し
、
警
戒
感
が
強
ま
り
、
専
門
家
会
議
は
、
国
内
の
感
染
状
況
に
つ
い

て
は「
ま
ん
延
の
お
そ
れ
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
」と
政
府
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
こ
そ
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
対
策
、
国
民
の
冷
静
な
行
動
と
団
結
力
に
よ
っ
て
、

感
染
拡
大
に
歯
止
め
を
か
け
、
安
心
で
き
る
日
常
生
活
を
早
期
に
取
り
戻
せ
る
よ
う
願

う
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、

本
町
に
お
い
て
も
厳
し
い
財
政
環
境
の
中
、
福
祉
や
子
育
て
支
援
、
教
育
の
充
実
、
防
災
・

減
災
対
策
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
を
目
指
し
、
山
積
す
る
課
題
に
全
議

員
の
力
を
結
集
し
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
中
に
、
我
々
議
員
の
任
期
満
了
（
令
和
３
年
３
月
12
日
）
に
伴
う
町
議

会
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
選
挙
か
ら
定
数
を
14
人
か
ら
11
人
に
削
減
い
た
し
ま

し
た
。
議
員
一
人
ひ
と
り
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
は
よ
り
重
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
ど

も
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
将
来
を
見
据
え
た
住
民
福
祉
の
向
上
と
大
紀
町
の
発
展

の
、
そ
の
使
命
を
自
覚
し
、
よ
り
効
率
的
な
効
果
的
な
議
会
運
営
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
町
民
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
就

任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
議
案
審
議

　

審
議
結
果
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
令
和
２
年
度
大
紀
町
一
般
会

計
、各
特
別
会
計（
国
民
健
康
保
険
・

介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
事

業
）及
び
水
道
事
業
会
計
予
算

…
す
べ
て
原
案
可
決

■
令
和
元
年
度
大
紀
町
一
般
会
計

及
び
各
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保

険
・
介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
）補
正
予
算

…
す
べ
て
原
案
可
決

■
大
紀
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

…
原
案
可
決

　

犯
罪
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

方
及
び
そ
の
ご
家
族
又
は
ご
遺
族

を
支
え
る
社
会
の
形
成
を
促
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
三
重
県
が
犯

罪
被
害
者
等
支
援
条
例
を
平
成
31

年
４
月
１
日
に
施
行
し
た
こ
と
に

伴
い
、
本
町
に
お
い
て
も
、
犯
罪

被
害
者
等
が
一
日
も
早
く
平
穏
な

暮
ら
し
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
町
、
町
民
及
び
事
業
者
、

関
係
機
関
等
が
連
携
し
、
犯
罪
被

害
者
等
に
寄
り
添
っ
た
支
援
策
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
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た
め
、
本
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。

■
大
紀
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て…

原
案
可
決

　

住
民
基
本
台
帳
施
行
令
等
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
の
交
付
に
伴

い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

■
大
紀
町
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

…
原
案
可
決

　

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
制
度

導
入
前
の
任
用
形
態
や
任
用
手
続

き
が
様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
服

務
の
宣
誓
を
そ
れ
ら
に
応
じ
た
方

法
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
本
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
大
紀
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任

免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

…
原
案
可
決

　

大
紀
町
消
防
団
の
実
員
数
の
減

少
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

■
大
紀
町
水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

…
原
案
可
決

　

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
本
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
大
紀
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

…
原
案
可
決

　

水
道
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
の
施
行
に
伴
い
、
本
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
町
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

…
原
案
可
決

　

新
栃
ヶ
久
保
線
を
町
道
と
し
て

認
定
す
る
も
の
で
す
。

■
教
育
長
の
任
命
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

…
同
意

　

教
育
長
は
北
村
吉
洋
さ
ん
（
打

見
）が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

…
同
意

　

教
育
委
員
会
委
員
は
次
の
皆
さ

ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

・
伊
藤
重
樹
さ
ん（
大
内
山
）

・
中
西
勝
幸
さ
ん（
野
添
）

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

…
同
意

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
は
次
の
皆
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し

た
。

・
坂
口　

温
さ
ん（
阿
曽
）

・
西
村
敏
喜
さ
ん（
錦
）

・
服
部
寿
久
さ
ん（
大
内
山
）

■
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
に
次
の
皆
さ
ん

を
推
薦
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し

た
。

・
奥
山
武
司
さ
ん（
滝
原
）

・
服
部　

要
さ
ん（
大
内
山
）

■
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

…
同
意

　

議
会
か
ら
選
出
さ
れ
る
監
査
委

員
は
、
元
坂　

明
議
員
に
決
ま
り

ま
し
た
。

◇
一
般
質
問

　

次
の
と
お
り
議
員
３
名
が
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

辻
原
雄
司
議
員

（
１
）
異
常
豪
雨
の
頻
発
化
に
備
え

た
ダ
ム
の
洪
水
調
整
機
能
と
情
報

の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

①
ダ
ム
管
理
者
よ
り
貯
水
量
が

増
え
下
流
に
流
す
緊
急
放
流
す
る

際
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
策
定
さ
れ
て

い
る
の
か
。
ま
た
緊
急
放
流
決
壊

時
の
下
流
地
区
へ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

②
宮
川
流
域
の
関
係
市
町
と
協

議
会
は
設
立
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
宮
川
流
域
に
接
し
て
い
る
町

内
地
区
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
で

き
て
い
る
の
か
。

　

③
ダ
ム
管
理
者
か
ら
緊
急
放
流

す
る
と
き
は
、
町
に
通
告
が
あ
る

の
か
。
ま
た
宮
川
流
域
で
あ
る
船

木
、
三
瀬
川
、
神
原
、
打
見
、
野

添
、
野
原
、
黒
坂
地
区
に
緊
急
放

流
す
る
際
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方

法
で
住
民
に
情
報
を
知
ら
せ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

④
過
去
に
流
域
地
区
の
避
難
訓

練
を
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
の

か
。
ま
た
今
後
避
難
訓
練
や
ダ
ム

の
操
作
規
則
な
ど
の
勉
強
会
を
実

施
す
べ
き
だ
と
考
え
て
お
ら
れ
る

の
か
。

大
東
政
司
議
員

（
１
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
防
ぐ
対
策
に
つ
い
て

　

①
予
防
に
必
要
な
マ
ス
ク
、
消

毒
液
な
ど
の
確
保
と
備
蓄
を
求
め

る
。

　

②
発
熱
、
せ
き
な
ど
の
症
状
が

続
い
た
場
合
の
診
療
及
び
治
療
方

法
に
つ
い
て
町
民
へ
の
周
知
を
求

め
る
。

（
２
）
町
営
観
光
施
設
、
産
業
施
設

の
運
営
に
つ
い
て

　

①
各
施
設
の
費
用
対
効
果
を
詳

細
に
検
討
し
、
有
効
な
赤
字
縮
減

策
が
立
て
ら
れ
な
い
施
設
に
つ
い

て
は
、
思
い
切
っ
て
指
定
管
理
者

を
募
集
し
て
委
託
す
る
か
、
廃
止

す
る
か
、
抜
本
的
な
対
策
を
求
め

る
。

　

ア
．
各
観
光
施
設
に
つ
い
て

　

イ
．
菌
床
施
設
に
つ
い
て
（
こ

の
施
設
を
作
っ
た
目
的
は
何
か
。

ま
た
、
創
業
以
来
、
ど
ん
な
成
果

を
あ
げ
て
き
た
の
か
。）

山
川
和
基
議
員

（
１
）大
紀
町
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

老
朽
化
し
漏
水
が
続
い
て
い
る

所
が
あ
る
と
聞
く
。
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
？
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①
漏
水
の
状
況
と
対
処

　

②
更
新
が
必
要
な
地
域
と
予
定

　

③
漏
水
箇
所
を
迅
速
に
発
見
す

る
為
に
で
き
る
こ
と

（
２
）パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
つ
い
て

　

高
齢
化
し
て
い
る
我
が
町
に
は

大
き
な
脅
威
で
あ
る
。
ど
う
い
う

対
策
を
実
施
あ
る
い
は
用
意
し
て

い
る
の
か
。

◇
大
紀
町
議
会
新
役
員
構
成

◆
総
務
教
育
民
生
常
任
委
員
会

委

員

長　

大　

東　

政　

司

副
委
員
長　

山　

川　

和　

基

委　
　

員　

柏　

木　

昭　

久

　
　
　
　
　

北　

出　

幸　

一

　
　
　
　
　

出　

口　

真　

吾

　
　
　
　
　

山　

添　

英　

機

◆
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委

員

長　

辻　
原　

雄　

司

副
委
員
長　

谷　

口　

宏　

嗣

委　
　

員　

渡　

邊　

典　

浩

　
　
　
　
　

村　

田　

康　

郎

　
　
　
　
　

元　

坂　
　
　

明

　
　
　
　
　

平　

見　

順　

一

◆
議
会
運
営
委
員
会

委

員

長　

谷　

口　

宏　

嗣

副
委
員
長　

渡　

邊　

典　

浩

委　
　

員　

辻　
原　

雄　

司

　
　
　
　
　

山　

川　

和　

基

　
　
　
　
　

元　

坂　
　
　

明

　
　
　
　
　

大　

東　

政　

司

◆
度
会
広
域
連
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

山　

川　

和　

基

　
　
　
　
　

柏　

木　

昭　

久

◆
荷
坂
や
す
ら
ぎ
苑
組
合
議
会
議

員
　
　
　
　
　

渡　

邊　

典　

浩

　
　
　
　
　

辻　
原　

雄　

司

　
　
　
　
　

北　

出　

幸　

一

　
　
　
　
　

元　

坂　
　
　

明

　
　
　
　
　

谷　

口　

宏　

嗣

◆
香
肌
奥
伊
勢
資
源
化
広
域
連
合

議
会
議
員

　
　
　
　
　

山　

川　

和　

基

　
　
　
　
　

大　

東　

政　

司

◆
わ
た
ら
い
老
人
福
祉
施
設
組
合

議
会
議
員

　
　
　
　
　

平　

見　

順　

一

◆
三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

山　

添　

英　

機

◆
紀
勢
地
区
広
域
消
防
組
合
議
会

議
員

　
　
　
　
　

辻　
原　

雄　

司

　
　
　
　
　

出　

口　

真　

吾

■
奥
伊
勢
広
域
行
政
組
合
議
会
議

員
　
　
　
　
　

村　

田　

康　

郎

　
　
　
　
　

元　

坂　
　
　

明

　
　
　
　
　

大　

東　

政　

司

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

　

出
口　

真
吾
議
員
が
、
全
国
町

村
議
会
議
長
会
よ
り
表
彰
の
栄
誉

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
議
会
議
員
と
し
て
15
年
以
上

に
わ
た
り
、
議
員
活
動
を
通
し
て

地
方
自
治
振
興
に
寄
与
し
た
功
績

に
対
し
授
与
さ
れ
た
も
の
で
、
３

月
９
日
に
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
と
も
町
発
展
の
た
め
に
お

力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

　福祉・介護職場の人材不足を改善するため、離職者の方を対象に介護職員初任者研修及び生
活援助従事者研修の受講生を募集します。

問い合わせ　三重県福祉人材センター　介護職員初任者研修担当　℡059-227-5160

○第1回介護職員初任者研修
募 集 期 間 令和2年5月8日（金）～6月2日（火）※必着
研 修 期 間 令和2年6月10日（水）～7月31日（金）（23日間）
受 講 場 所 三重県社会福祉会館（津市桜橋2-131）

○生活援助従事者研修1回目
募 集 期 間 令和2年5月8日（金）～6月23日（火）※必着
研 修 期 間 令和2年7月2日（木）～8月11日（火）（12日間）
受 講 場 所 三重県社会福祉会館（津市桜橋2-131）

介護職員初任者研修及び生活援助従事者研修の受講生募集について

・応募要件… 三重県に住民登録をしている離職者の方で、概ね70歳未満の方。研修修了後、福祉・
介護職場で働ける方

・募集定員…各39名（応募者多数の場合は抽選）
・受 講 料…無料（テキスト代は自己負担）
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令和２年度大紀町予算

一般会計に75億4,600万円

■
総
額

　

令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
予

算
の
総
額
は
、
75
億
４
，
６
０
０

万
円
と
な
り
、
令
和
元
年
度
と

比
較
し
て
11
億
７
，
１
０
０
万

円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
歳
入

　

町
税
は
、
納
税
義
務
者
数
の

減
少
な
ど
を
見
込
み
、
町
税
総

額
は
前
年
度
に
比
べ
、
６
９
７

万
５
千
円
減
の

７
億
１
，
１

２
１
万
６
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

町
債
に
お
い
て
は
、
農
林
水

産
業
・
土
木
施
設
整
備
事
業
及

び
消
防
・
防
災
対
策
事
業
な
ど

へ
の
充
当
分
に
、
臨
時
財
政
対

策
債
を
含
め
、
20
億
２
４
０
万

円
の
計
上
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
町
債
に
つ
い
て

は
、
過
疎
対
策
事
業
債
や
緊
急

防
災
減
災
事
業
債
と
い
っ
た
地

方
交
付
税
措
置
に
よ
る
財
政
支

援
の
高
い
地
方
債
を
基
本
に
借

入
を
行
い
、
財
政
負
担
へ
の
影

響
に
最
大
限
の
配
慮
を
払
う
な

ど
、
歳
入
予
算
の
編
成
に
努
め

ま
し
た
。

分担金及び負担金 443万8千円（0.1%）

優
先
性
・
緊
急
性
を
踏
ま
え
て
の
予
算
編
成

■
歳
出

　

財
政
の
健
全
化
を
基
本
と
し
て
、
事
業
の
見
直
し
に
努
め
、

町
民
の
皆
様
方
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
的
確
に
と
ら
え
、
優

先
性
・
緊
急
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果

的
、
効
率
的
に
予
算
編
成
し
て
い
ま
す
。

財産収入外 3,840万3千円（0.5%）

使用料及び手数料 4,540万8千円（0.6%）

繰越金 8,000万円（1.1%）

地方交付税
35億6,000万円

（47.2%）
県支出金　
2億6,128万8千円（3.5%）

町債
20億240万円（26.5%）

国庫支出金
2億8,247万6千円（3.7%）

地方消費税交付金
1億8,500万円（2.4%）

地方譲与税外交付金
1億1,257万4千円（1.5%）

町税 
7億1,121万6千円（9.4%）

繰入金 2億935万1千円（2.8%）

諸収入
5,344万6千円（0.7%）

議会費 7,316万2千円（1.0%）

総務費
7億6,035万1千円（10.1%）

民生費
15億4,888万9千円

（20.5%）

農林水産業費 
3億3,182万9千円（4.4%）

衛生費
6億9,560万3千円

（9.2%）

商工費 8,757万6千円（1.2%）

土木費
4億2,985万5千円（5.7%）

消防費
18億9,607万8千円

（25.1%）

教育費
4億2,245万5千円

（5.6%）

災害復旧費
1万2千円（0.0%）

公債費
12億5,330万2千円（16.6%）

諸支出金 3,488万8千円（0.5%）

予備費 1,200万円（0.1%）

（全体に占める割合：％）

自主財源
15.2%

依存財源84.8%
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◆
Ｃ
バ
ス
・
福
祉
バ
ス
運
行
事
業

〈
１
，
２
１
７
万
３
千
円
〉

　

通
院
患
者
や
高
齢
者
、
ま
た

学
生
な
ど
交
通
弱
者
の
移
動
手

段
の
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

令
和
２
年
１
月
よ
り
午
後
便
の

運
行
を
始
め
ま
し
た
。

◆
エ
ン
ゼ
ル
手
当
給
付
事
業

〈
１
，
９
５
０
万
円
〉

　

出
産
時
の
祝
い
金
と
し
て
、

新
生
児
が
第
１
子
及
び
第
２
子

の
場
合
10
万
円
、
第
３
子
の
場

合
30
万
円
、
第
４
子
以
降
は
50

万
円
祝
い
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
15
歳
ま
で
の
各
誕
生
月

に
２
万
円
、
中
学
校
卒
業
時
に

５
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

◆
エ
ン
ゼ
ル
２
補
助
金

　

（
給
食
費
補
助
事
業
）

〈
１
，
７
２
８
万
９
千
円
〉

　

小
・
中
学
校
生
徒
へ
の
給
食

費
の
約
81
％
を
補
助
し
ま
す
。

◆
エ
ン
ゼ
ル
３
補
助
金

　

（
高
校
生
通
学
費
補
助
事
業
）

〈
７
３
０
万
円
〉

性
質
別
歳
出投資的

経費

その他の
経費

義務的
経費

予備費
1,200万円
（0.2%）

人件費
11億8,366万3千円
（15.7%）

公債費
12億5,330万2千円
（16.6%）

扶助費
4億1,787万円
（5.5%）

普通建設事業費
20億4,530万8千円（27.1%）

災害復旧事業費
1万2千円（0.0%）

物件費
6億1,957万3千円（8.2%）

維持補修費
9,858万9千円（1.3%）

補助費等
12億1,547万3千円

（16.1%）

積立金
3,482万8千円（0.5%）

繰出金
6億6,538万2千円（8.8%）

令
和
２
年
度
重
点
等
事
業

　

最
寄
駅
か
ら
通
学
下
車
駅
ま

で
の
通
学
費
定
期
購
入
代
の

50
％
を
補
助
し
ま
す
。

　

下
宿
生
に
年
間
３
万
円
を
補

助
し
ま
す
。

◆
ベ
ア
ー
ズ
助
成
金

（
子
ど
も
、
児
童
医
療
費
助
成
事
業
）

〈
１
，
８
０
０
万
円
〉

　

子
育
て
支
援
と
し
て
、
保
護

者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
新
生
児
か
ら
高
校
卒
業

ま
で
の
医
療
費
を
全
額
助
成
し

ま
す
。

◆
ド
リ
ー
ム
手
当
給
付
事
業

（
寝
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当
給
付
事
業
）

〈
８
２
８
万
円
〉

　

認
定
を
受
け
た
寝
た
き
り
老

人
等
の
方
を
介
護
し
て
い
る
方

に
対
し
て
月
額
３
万
円
の
介
護

手
当
を
支
給
し
ま
す
。

◆
各
種
検
診
事
業

〈
１
，
６
３
１
万
８
千
円
〉

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
、
早
期

発
見
、
早
期
治
療
を
主
眼
と
し

た
検
診
を
行
い
ま
す
。

◆
予
防
接
種
事
業

〈
２
，
７
２
５
万
７
千
円
〉

　

乳
幼
児
や
高
齢
者
を
は
じ

め
、
感
染
症
の
発
生
や
蔓
延
を

予
防
す
る
た
め
、
予
防
接
種

法
で
定
め
ら
れ
た
事
業
の

他
、
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
任
意
接
種
費

用
を
助
成
し
ま
す
。

◆
松
阪
牛
導
入
支
援
事
業

〈
１
，
２
９
５
万
７
千
円
〉

　

松
阪
牛
ブ
ラ
ン
ド
の
肉
牛
の

畜
産
の
た
め
仔
牛
購
入
に
関
し

て
、
兵
庫
県
産
仔
牛
を
６
万
１

千
円
、
そ
の
他
県
産
仔
牛
を
１

万
８
千
５
百
円
に
拡
充
し
、
助

成
し
ま
す
。

◆
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

〈
８
億
７
，
６
３
０
万
６
千
円
〉

　

防
災
の
情
報
や
行
政
の
情
報

を
伝
え
る
町
内
無
線
放
送
設
備

を
、
ア
ナ
ロ
グ
電
波
方
式
か
ら

デ
ジ
タ
ル
電
波
方
式
に
移
行
す

る
た
め
整
備
工
事
を
行
い
ま

す
。

◆
阿
曽
集
会
所
整
備
事
業

〈
５
，
４
０
０
万
円
〉

　

阿
曽
地
区
に
お
い
て
、
風
水

害
の
避
難
所
を
兼
ね
た
地
区
集

会
所
を
新
た
に
整
備
し
ま
す
。
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法
で
定
め
ら
れ
た
事
業
の

他
、
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
任
意
接
種
費

用
を
助
成
し
ま
す
。

◆
松
阪
牛
導
入
支
援
事
業

〈
１
，
２
９
５
万
７
千
円
〉

　

松
阪
牛
ブ
ラ
ン
ド
の
肉
牛
の

畜
産
の
た
め
仔
牛
購
入
に
関
し

て
、
兵
庫
県
産
仔
牛
を
６
万
１

千
円
、
そ
の
他
県
産
仔
牛
を
１

万
８
千
５
百
円
に
拡
充
し
、
助

成
し
ま
す
。

◆
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

〈
８
億
７
，
６
３
０
万
６
千
円
〉

　

防
災
の
情
報
や
行
政
の
情
報

を
伝
え
る
町
内
無
線
放
送
設
備

を
、
ア
ナ
ロ
グ
電
波
方
式
か
ら

デ
ジ
タ
ル
電
波
方
式
に
移
行
す

る
た
め
整
備
工
事
を
行
い
ま

す
。

◆
阿
曽
集
会
所
整
備
事
業

〈
５
，
４
０
０
万
円
〉

　

阿
曽
地
区
に
お
い
て
、
風
水

害
の
避
難
所
を
兼
ね
た
地
区
集

会
所
を
新
た
に
整
備
し
ま
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
加
入
者
は
、
高
齢
化
と

と
も
に
増
加
し
、
医
療
費
も
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
高
齢
者
の
方
々
が
安
心
し

て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
健
康
診
査
等
の

保
健
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
の
財
政
基
盤
の
安
定
化
と
持

続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
の
構
築
を
目
指
し

ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
健
診
等
の
保
健
事
業
を
よ
り
一

層
推
進
し
て
、
被
保
険
者
の
方
々
の
健
康
増
進

と
医
療
費
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

■
水
道
事
業
公
営
企
業
会
計

　

皆
様
の
生
活
を
支
え
る
上
で
、
水
道
は
必
要

不
可
欠
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
安
全
な
水

道
水
を
安
定
供
給
す
る
こ
と
は
、
水
道
事
業
者

の
使
命
で
す
。

　

こ
れ
を
実
践
す
る
た
め
に
、
日
常
の
安
全
管

理
に
加
え
、
災
害
に
強
い
施
設
整
備
に
取
り
組

む
た
め
の
耐
震
化
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

令
和
２
年
度
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
水
道
施
設

の
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
後
も
水
質
管
理
を
徹
底
し
、
安
全
で
お
い

し
い
水
道
水
の
供
給
を
目
指
し
ま
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

　

大
紀
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
７
期
介

護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
お
年
寄
り
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
介
護

と
医
療
の
連
携
を
強
化
し
、
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
１
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た

生
活
支
援
や
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
高
齢
者
と
そ
の
家
族
の
支
援

に
重
点
を
お
き
、
認
知
症
カ
フ
ェ
や
、
認
知
症

の
相
談
や
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

特別会計
予算名 本年度 前年度 伸び率

国民健康保険 13億8,350万円 12億1,100万円 14.24％

介護保険 16億400万円 16億960万円 ▲0.35％

後期高齢者医療事業 3億4,760万円 3億4,040万円 2.12％

合　計 33億3,510万円 31億6,100万円 5.51％

企業会計
予算名 本年度 前年度 伸び率

水道事業 ※7億4,975万4千円 7億5,388万6千円 ▲0.55％

※水道事業会計予算額は、収益的支出と資本的支出の合算額となります。
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大紀町人事異動　　令和２年４月１日付　　役職・氏名（前職）

▽本庁
■議会事務局
　参　　事　　中井　玉貴（議会事務局長）
　係　　長　　西川　信宏（議会事務局主査）
■総務財政課
　係　　長　　西村　陽佑（住民課係長）
　主　　査　　玉井　紀秀（健康福祉課主査）
　主　　事　　伊藤　一喜（大内山支所主事）
　主　　事　　奥川　友和（税務課主事）
■企画調整課
　課長補佐　　井熊　秀幸（企画調整課係長）
　主　　事　　藤田　陸人（新規採用）
■税務課
　課長補佐　　出馬　泰範（企画調整課係長）
　係　　長　　大西　喜大（総務財政課係長）
　主　　査　　谷口　憲代（税務課主事）
　主　　事　　神戸　翔太（新規採用）
■住民課
　課　　長　　岡本浩一郎（住民課課長補佐）
　係　　長　　中森　有紀（税務課係長）
　主　　事　　出口　舞香（総務財政課付）
■健康福祉課
　参　　事　　森岡　律弥（健康福祉課長）
　課長補佐　　喜畑　尚丸（健康福祉課係長）
　課長補佐　　小倉　寿章（総務財政課係長）
　主　　査　　松浦　大輔（健康福祉課主事）
■環境水道課
　主　　査　　出口　雅敏（環境水道課主事）
■農林課
　参　　事　　大西　直人（農林課長）
　課　　長　　小倉　利彦（農林課課長補佐）
　課長補佐　　筒井　佳紀（農林課係長）
　主　　査　　大堀　進記（農林課主事）
■商工観光課
　課　　長　　鳥田　正彦（商工観光課課長補佐）
　課長補佐　　神田　彰彦（税務課課長補佐）
■建設課
　係　　長　　林　　治紀（七保支所係長）
　係　　長　　奥川　　朋（建設課主査）
■防災安全課
　課長（建設課長兼務）　小倉　秀康（建設課長）
　課長補佐　　中世古大栄（生涯学習課係長）

▽支所
■錦支所
　参　　事　　坂口浩一朗（錦支所長兼水産課長）
■大内山支所
　支 所 長　　玉木　謙治（防災安全課長）
　主　　事　　中桐　佳彦（住民課主事）
■柏崎支所
　係　　長　　西村　勝敏（柏崎支所主査）
■七保支所
　課長補佐　　森田　拓司（建設課係長）

▽保育園
■ななほ保育園

主任保育士　　岡田　香織
（柏崎わかば保育園主任保育士）

　保 育 士　　上村　　優（大宮保育園保育士）
■大宮保育園
　園　　長　　奥村みのり
　　　　　　　　（錦あおぞら保育園主任保育士）
　保 育 士　　大原　真穂（大内山保育園保育士）
　調 理 員　　吉田　沢香（錦あおぞら保育園調理員）
■柏崎わかば保育園

主任保育士　　岡井　　恵（ななほ保育園保育士）
■錦あおぞら保育園
　園　　長　　小倉　三智（大宮保育園園長）

主任保育士　　谷口　友里（錦あおぞら保育園保育士）
　保 育 士　　加藤　美香
　　　　　　　　（柏崎わかば保育園保育士）
　調 理 員　　西村　志保（大宮保育園調理員）
■大内山保育園
　園　　長　　山添万里子
　　　　　　　　（大内山保育園主任保育士）

主任保育士　　紙島　菊子
　　　　　　　　（ななほ保育園主任保育士）
　保 育 士　　小井真里奈（大宮保育園保育士）
●退職者
令和2年3月31日付
　商工観光課参事　　　　　　　　小倉　和志
　住民課参事　　　　　　　　　　中桐　周平
　錦保育園園長　　　　　　　　　中世古尚子
　大内山保育園園長　　　　　　　天野　礼子
　商工観光課技師　　　　　　　　中林　秀廣
　商工観光課土木工手　　　　　　清原　明文
　七保小学校調理員　　　　　　　中村　美幸

新
規
採
用
職
員
の

ご
紹
介

　

令
和
２
年
４
月
１
日
で
採

用
さ
れ
た
職
員
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

企
画
調
整
課

　
　
　
　

藤
田　

陸
人

　

住
民
の
皆
様
に
信
頼
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

税
務
課

　
　
　
　

神
戸　

翔
太

　

町
民
の
方
々
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
。
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まちの話題

地域福祉活動へご寄付

　3月6日　役場本庁で、大内山酪農農業協同
組合より、大紀町社会福祉協議会へ多額の寄附
金をいただきました。
　この日、谷川原組合長から、町の地域福祉
活動に活用してもらいたいとの趣旨で社会福
祉協議会会長の谷口町長に寄附金が手渡され
ました。

谷口町長と谷川原組合長

教育委員としての功績に感謝状

　3月9日　平成21年から11年間の永きにわたり教
育委員として教育行政に尽力された功績で、清
水徹さん（永会）に谷口町長から感謝状が贈られま
した。
　清水さんは、平成28年度には教育委員長職務代
理者、平成30年度には教育長職務代理者を歴任さ
れました。

Ｂ＆Ｇ海洋センター周辺清掃活動

　3月22日　スポーツ少年団の水泳部（大紀ＳＣ）
の保護者・指導者15名の方が、日頃からプールを
使用させていただいている感謝の気持ちとして、
Ｂ＆Ｇ海洋センター周辺の剪定作業や施設清掃な
どを行ってくれました。
　ありがとうございました。

小 ・中学校で卒業式

　3月6日に町内の中学校で、3月17日に町内の小学校
で卒業式が行われました。
　式は、新型コロナウイルス感染予防のため規模を
縮小しての開催となりましたが、国歌、校歌斉唱や
卒業証書授与が行われ、126人の卒業生が思い出の詰
まった学び舎を後にしました。
　卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。

学校名 卒業生
大宮中学校 26人
大紀中学校 33人
七保小学校 22人
大宮小学校 20人
錦小学校 10人
大紀小学校 15人

▲大宮中学校卒業式の様子

▲大紀小学校卒業式の様子
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日
本
で
は
、
発
生
し
た
の
は
今

年
の
１
月
16
日
に
神
奈
川
県
で
初

の
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

を
確か

く

認に
ん

。
令
和
２
年
に

入
り
、
３
月
に
入
っ
て
も
鎮し

ず

ま
る

気け

配は
い

は
無
い
。
政
府
も
３
月
２
日

か
ら
「
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校

生
」
に
は
春
休
み
迄
は
登
校
禁
止
。

但た
だ

し
、
各
県
に
は
夫
婦
共と

も

に
勤つ

と

め

の
場
合
は
小
学
生
の
１
年
生
か
ら

６
年
生
迄
、
朝
７
時
半
か
ら
午
後

６
時
半
迄
、
「
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
で
市
町
村
が
協
力
す
る
」
保
育

園
（
七
保
区
、
滝
原
区
、
柏
崎
区
、

大
内
山
区
、
錦
区
）
は
通
常
通
り

園
児
達
を
預あ

ず

か
っ
て
い
る
。

　

今
日
は
私
は
大
紀
中
学
校
の
卒

業
式
に
出
席
す
る
。
11
回
目
の
卒

業
式
だ
っ
た
。
私
は
大
紀
町
長
に

就
し
ゅ
う

任に
ん

し
た
年
で
あ
っ
た
。（
早
い

も
の
で
、
あ
れ
か
ら
11
年
も
経た

っ

た
の
か
？
）
私
に
は
、
あ
っ
と
言い

う
間
の
時
間
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
在
校
生
（
１
年
生
と
２

年
生
）
の
欠
席
を
教
育
長
（
北
村

吉
洋
君
）
に
伝
え
る
。
在
校
生
達

も
先
輩
達
の
卒
業
式
に
出
席
し
た

か
っ
た
だ
ろ
う
。
33
名
の
卒
業
生

は
全
員
出
席
と
「
親
子
の
情
」
全

員
出
席
に
助
け
て
頂
く
。
大
宮
中

学
校
に
は
副
町
長
の
服
部
吉
人
君

が
出
席
す
る
。
２
校
共
に
、
卒
業

生
と
家
族
の
皆
さ
ん
に
は
、チ
ョ
ッ

ト
寂さ

び

し
い
卒
業
式
で
あ
っ
た
。

大
紀
町
長
に
就
任
し
、

　
　

３
番
目
に
嬉
し
い
日
の
章

　

昨
日
は
副
町
長
に
度
会
町
の
中

村
忠
彦
町
長
か
ら
電
話
が
あ
り

「
町
長
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感か
ん

染せ
ん

症
し
ょ
う

の
為
に
、
大
内
山
酪ら

く

農の
う

の

牛
乳
の
件
で
相
談
し
た
が
返
事
を

し
て
く
れ
な
か
っ
た
？
」

　

副
町
長
は
、「
町
長
は
県
町
村
会

長
の
立
場
を
考
え
て
居
ら
れ
る
か

も
知
れ
な
い
で
す
」
と
言
う
。「
中

村
町
長
さ
ん
が
急
い
で
居い

る
様
子

で
し
た
。
電
話
を
掛
け
て
下
さ
い
」

「
了
解
」（
副
町
長
に
は
11
年
間
、

苦
労
を
さ
せ
た
の
は
無む

駄だ

で
な

か
っ
た
と
思
う
。）
忖そ

ん

度た
く

（
周
囲
へ

の
気
配
り
）
を
身
に
付
け
た
の
は
、

「
御
両
親
の
お
陰か

げ

で
あ
る
」
す
ぐ
に

連
絡
す
る
。
感
の
良
い
、
律り

ち

儀ぎ

な

男
で
あ
る
。
中
村
町
長
が
「
判わ

か

り

ま
し
た
」
中
村
町
長
は
、
隣
り
の

玉
城
町
の
辻
村
町
長
と
大
台
町
の

大
森
町
長
に
伝
え
、
大
森
町
長
が

明
和
町
の
世
古
口
町
長
と
、
久
保

多
気
町
長
に
伝
え
る
。
仲
間
と
は

有あ
り

難が
た

い
も
の
で
あ
る
。　

　

町
民
の
皆
さ
ん
を
始
め
、
町
内

外
の
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
、
我
が

町
で
は
大
内
山
酪
農
に
も
関
連
が

あ
る
（
社
員
数
96
名
）
。
町
内
で

60
名
の
方
々
が
勤
め
て
い
る
。「
ふ

れ
あ
い
祭
り
」
始
め
、
イ
ベ
ン

ト
等
に
は
社
員
も
協
力
頂
い
て
居

り
、
有
難
い
事
で
あ
る
。

孫
と
の
１
時
間
の
デ
ー
ト
の
章

　

今
日
（
土
）
は
休
日
な
の
で
、

午
後
２
時
か
ら
、
軽
自
動
車
で
孫

の
谷
口
竜り

ゅ

陸く

（
大
学
一
年
）、
彼

の
運
転
で
現げ

ん

場ば

周ま
わ

り
を
し
、
孫
と

錦
の
「
赤
と
ん
ぼ
」
に
入
る
と
、

20
才
代
の
前ぜ

ん

娘
さ
ん
方
が
お
り
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
。

　

来
週
か
ら
は
当
初
予
算
の
定
例

会
で
あ
る
。
管
理
職
が
精せ

い

魂こ
ん

込こ

め

て
作
り
上
げ
た
当
初
予
算
で
あ
る
。

　
　
　

３
月
７
日
（
自
宅
に
て
）

先
輩
と
の
20
年
間
の
章

　

先
輩
の
乾
昭
二
氏
（
元
大
内
山

村
長
さ
ん
）
が
中
国
の
学が

く

生せ
い

塾
じ
ゅ
く

の

面め
ん

倒ど
う

を
み
る
。
私
は
若
い
頃
に
、

先
輩
に
誘さ

そ

わ
れ
、
中
国
で
大
卒
の

５
名
の
塾
生
達
の
面め

ん

倒ど
う

を
見
る
事

に
な
る
。「
足た

ら
ん
物
を
言
っ
て
く

れ
」
冬
は
毛
布
や
冬
用
の
ジ
ャ
ン

バ
ー
だ
っ
た
。
春
に
は
魚
や
貝
類

を
届と

ど

け
る
と
、
中
国
料
理
を
男
女

共
に
プ
ロ
並な

み
の
腕う

で

で
あ
っ
た
。

美う

味ま

か
っ
た
。（
私
の
料
理
は
魚

を
焼
く
だ
け
）
先
輩
も
私
と
同
類

だ
っ
た
。
年
に
２
・
３
度
、
沢
山

の
魚
を
持
っ
て
行
く
。
春
と
秋
に

は
、
20
名
程
の
塾
生
達
を
「
町
内

の
カ
ラ
オ
ケ
」
に
誘
っ
て
居
た
。

　

中
国
の
塾

じ
ゅ
く

生せ
い

達
は
皆
ん
な
明
る

く
、
地じ

味み

で
賢け

ん

明め
い

な
若
者
た
ち

だ
っ
た
。（
学
生
の
中
に
は
黒
竜
江

省
の
副
知
事
の
娘
さ
ん
も
い
た
。）

　

当
時
は
林
業
は
良
か
っ
た
時
代

で
あ
っ
た
。
大
内
山
の
乾
本ほ

ん

家け

と

滝
原
の
吉
田
本
家
と
紀
北
町
、
尾

鷲
市
等
の
林
業
家
と
年
に
１
度

「
理
事
会
」
で
会
っ
て
い
た
。

　

昭
和
（
特
に
終
戦
後
）
に
復ふ

く

員い
ん

さ
れ
た
方
々
の
仕
事
場
は
林
業
だ

け
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
過か

言ご
ん

で
は

無
い
と
思
う
。（
錦
で
は
漁
師
で
あ
る
）

　

内
山
正
熊
先
生
は
慶
応
大
学
の

教
授
だ
っ
た
。「
退
職
金
を
有
効

に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
」
奥
さ
ん

と
息
子
と
三
人
で
あ
っ
た
。
中
国

の
黒
竜
江
省
か
ら
来
た
留
学
生
達

に
、
農
林
業
界
の
事
を
教
え
て
頂

甘
辛
ト
ー
ク

蝶
々
の
ひ
と
り
ご
と

第97回

き
、
日
中
関
係
の
為
に
活
動

し
て
頂
く
。

　

今
朝
、
福
祉
課
長
の
森
岡

君
に
聞
く
と
、
「
内
山
正
熊
先
生

は
自
分
の
名
字
に
良
く
似
て
い
る

の
で
、
（
大
内
山
村
を
選
ん
だ
）
」

と
言
っ
て
い
た
。

　

「
私
に
は
実
の
あ
る
20
年
間
で

あ
っ
た
、
沢た

く

山さ
ん

の
事
を
学
ぶ
」

　

３
月
12
日
（
木
）
に
鈴
木
知
事

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
件
で
大
内
山
酪
農
に
来
る
。
子

供
達
が
飲
む
牛
乳
等
、
谷
川
原
組

合
長
が
「
国
や
県
に
予
算
を
陳
情

す
る
」
私
は
脇わ

き

役や
く

だ
っ
た
。「
鈴

木
知
事
は
国
や
県
に
必
ず
、
頑

張
っ
て
く
れ
る
」
と
信
じ
る
。

　

早
速
、
服
部
副
町
長
と
北
村
教

育
長
と
小
倉
教
育
課
長
の
待
つ
、

本
庁
に
戻
り
、
「
小
中
学
生
に
も

自
宅
ま
で
大
内
山
酪
農
の
牛
乳
を

配は
い

布ふ

す
る
様
」
に
指
示
す
る
。

　

午
後
１
時
に
（
６
か
所
の
小
中

学
生
３
７
２
名
）
の
教
育
長
と
課

長
、
校
長
先
生
達
で
会
議
を
す
る
。

　

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
騒
動
が
１
日
で
も
早
く
、
鎮
ま

る
事
を
、
神
様
、
仏
様
に
祈
る
ば

か
り
で
あ
る
」

令
和
２
年
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くらしの情報

町税・料金の納期一覧と口座振替のご案内

問い合わせ　〒514-8512　津市中央3番12号
　　　　　　津地方検察庁検察広報官　℡059-228-4165

　5月1日から5月7日は憲法週間です。津地方裁判所、津地方検察庁及び三重弁護士会では、国
民の皆様に裁判員裁判をはじめとする刑事手続について理解を深めていただくため、共同見学
会を行いますので、ご参加ください。

令和2年度の町税・料金の納期一覧

納 付 月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

町 県 民 税
（普徴）注1 1期 2期 3期 4期

固定資産税
注1 1期 2期 3期 4期

軽自動車税 全期

国民健康保険税
（普徴） 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期 11期 12期

介護保険料
（普徴）注2 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期 11期 12期

後期高齢者
医療保険料
（普徴）注2

1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

納 付 期 限
（引落日）

令和2年
4月30日

令和2年
6月1日

令和2年
6月30日

令和2年
7月31日

令和2年
8月31日

令和2年
9月30日

令和2年
11月2日

令和2年
11月30日

令和2年
12月25日

令和3年
2月1日

令和3年
3月1日

令和3年
3月31日

（地方税法に準ずる・町条例に基づく）

注1　 町県民税、固定資産税の口座振替の支払方法を、「納期ごと」でなく「全納」で希望されている方
の納期は、第一期の納期と同じになりますので、ご了承ください。

注2　介護保険料及び後期高齢者医療保険料の引落日は、毎月25日となります。
※1　 納付期限は各納付月の末日です。ただし、末日が土日祝日の場合は翌平日になります。
※2　 （普徴）とは普通徴収のことで口座振替や現金払い等の方法により納めていただく方法です。
　　 この他に給与や年金から天引きされる特別徴収（特徴）という方法があります。

口座振替のご案内
◆口座振替にすると、届出された預貯金口座から自動的に払い込まれますので、手間がかからず

納め忘れもありません。一度手続きをすると、翌年度からも自動的に納付され、解約しない限
り継続します。

◆申込みは、町が指定した金融機関の本・支店（百五銀行・第三銀行・伊勢農業協同組合・桑名
三重信用金庫・三重信漁連・みずほ銀行）や、ゆうちょ銀行（全国）にて届出してください。

◆申込みの際は、預貯金通帳、届出印鑑（出来れば納税通知書又は料金納付書）を持参してください。

問い合わせ
　町県民税・固定資産税・軽自動車税について 税務課‥‥‥℡86-2215
　介護保険料について 健康福祉課‥℡86-2216
　国民健康保険税・後期高齢者医療保険料について 住民課‥‥‥℡86-2217

「裁判所・検察庁・弁護士会　共同見学会」のご案内

　詳しくは、津地方検察庁検察広報官までお問い合わせください。

と き 5月25日（月）午後1時30分～午後4時30分（午後1時15分までに集合）
と こ ろ 津地方検察庁（津市中央3番12号）

内 容 裁判員裁判法廷・検察庁の取調室などの見学、裁判官・検察官・弁護士など
による刑事手続に関する説明

定 員 30名（参加費無料、応募者多数の場合は抽選）
応 募 締 切 5月13日（水）
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くらしの情報

令和2年4月分から
児童扶養手当・特別児童扶養手当額が変更になります

問い合わせ　住民課　℡86-2217

〇児童扶養手当
　父母の離婚などによる、ひとり親家庭等の生活の安定と自立を助け、児童の福祉の増進を図
るための制度。
　対象：18歳に達する日以後の最初の3月31日までの間にある児童を養育されている方
〇特別児童扶養手当
　身体や精神に障がいのある20歳未満の児童の福祉の増進を図るための制度。

※各手当には、支給についての所得制限などがあります。

手当の種類 令和元年度（月額） 令和2年度（月額）

児童扶養手当 全部支給 42,910円 43,160円
一部支給 42,900円～10,120円 43,150円～10,180円

特別児童扶養手当 1級 52,200円 52,500円
2級 34,770円 34,970円

国民年金の広場
〇国民年金保険料が変更になります
　令和2年4月分から国民年金保険料（月額）が変更になります。

国民年金保険料（月額） 令和元年度 令和2年度
16,410円 16,540円（130円増）

国民年金の保険料を納めるのが
難しい方に知ってほしい4つの制度

問い合わせ　伊勢年金事務所　℡0596-27-3601
　　　　　　住民課　　　　　℡86-2217

①経済的に保険料が納められない方に「申請免除」制度
　収入の減少や失業等により保険料を納めることが経済的に難しいとき、保険料の全額また
は一部が免除されます。
＊審査対象者：本人・配偶者・世帯主
＊承認期間：保険料の納付期限から2年を経過していない期間
＊審査は年度単位（7月～翌年6月）で行います。

②50歳未満の方に「納付猶予」制度
　50歳未満の方（学生以外）で、働いていないなどの理由で生活に余裕がない場合、保険料
が猶予されます。
＊審査対象者：本人（50歳未満）・配偶者
＊承認期間：保険料の納付期限から2年を経過していない期間
＊審査は年度単位（7月～翌年6月）で行います。

③20歳以上の学生さんに「学生納付特例」制度
　学生で前年所得が基準以下の場合は、在学期間中の保険料が猶予されます。
＊審査対象者：学生本人
＊承認期間：保険料の納付期限から2年を経過していない期間
＊審査は年度単位（4月～翌年3月）で行います。

④障害基礎年金や生活保護を受けている方に「法定免除」制度
　障害基礎年金、障害厚生(共済)年金1級・2級の受給権者、生活保護法による生活扶助を受
けている方、ハンセン病療養所、国立保養所などに入所している方は保険料が免除されます。

三重県ガラス・同製品製造業最低賃金 時間額　900円

三重県電線・ケーブル製造業最低賃金 時間額　920円

三重県電気機械器具製造業最低賃金 時間額　905円

三重県輸送用機械器具製造業最低賃金 時間額　941円
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くらしの情報

令和2年度大紀町ボランティア活動支援補助金の募集開始

問い合わせ　企画調整課　℡86-2214

　ボランティア活動支援補助金は、魅力あるまちづくりを奨励することを目的に活動を行う団
体を支援します。

◯対象団体
　2名以上で構成された営利を目的としない団体であって、代表者が大紀町内に住所を有すること。

◯活動内容
　特定の地域や特定の団体のみならず、大紀町全体の活性化につながる活動やまわりの住民を
巻き込んだ活動とし、まちづくりに寄与することを目的とする自主的な活動であること。

◯補助金額
　補助経費の対象は、自主的な活動を行うために必要な経費としており、上限を10万円として
予算の範囲内において補助します。（飲食代等は補助対象外とします。）

◯募集期間
令和2年5月11日（月）まで

◯提出書類
　応募される場合は、次の書類を役場企画調整課までご提出ください。
①補助金等交付申請書　②収支予算書　③事業活動計画書　④会員名簿
※①と②は大紀町ホームページからダウンロードすることができます。
※書類審査を行い、応募件数が多数の場合は、予算の範囲内で調整させていただきます。

123日間の無事故・無違反にチャレンジしよう！
～横断歩道は歩行者優先！無事故・無違反チャレンジ123参加者募集～

　123日間（7月1日～10月31日）の無事故・無違反を達成して、豪華賞品を獲得しませんか。
　運転免許を取得している3人（1チーム）単位でご参加ください。またシルバーチーム（3人のう
ち、65歳以上の方2人以上）の募集も行います。
　無事故・無違反達成チームには、抽選で1チーム30万円分のトラベルギフトをはじめ、豪華
賞品（共通賞品）を贈呈します。シルバーチームには、特別賞も用意しています。（共通賞品と重
複はありません。）
　詳しくは、大紀町役場防災安全課、三重県庁8階くらし・交通安全課等で5月1日以降に配布
する、チラシ・申込書をご覧ください。

問い合わせ　チャレンジ実行委員会事務局（三重県　環境生活部　くらし・交通安全課内）
　　　　　　℡059-224-2410、FAX059-224-3069

募集期間　5月１日（金）　～　6月30日（火）

大紀町浄化槽設置補助金交付額の一部変更のお知らせ
　令和2年4月1日より、合併浄化槽から合併浄化槽への交換に対する国からの補助金がなくな
ることに伴い、補助金額が変更になります。これ以外の新設及び単独浄化槽や汲み取りからの
転換に対する補助金は、従前の通りです。

問い合わせ　環境水道課　℡86-2214

規　模 区分/工事内容 変更前補助金 国からの補助金（減額分） 変更後補助金
5人槽 合併浄化槽から合

併浄化槽への交換

250,000円 ▲83,000円 167,000円
7人槽 310,000円 ▲103,000円 207,000円
10人槽 412,000円 ▲137,000円 275,000円
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こんにちは保健師です
～お酒と上手につき合いましょう～

　お酒の飲みすぎは肥満や生活習慣病のほかに、依存症など心身に悪影響をもたらす恐れがあ
ります。適正な飲酒について考え、身体の負担にならない飲み方をしましょう。

お酒の適量

　成人男性の1日あたりのお酒の適量は、以下の通りです（※女性はこの半分が適量です）。

・日本酒（15％）では1合（180ml）
・ビール（5％）では中ビン1本（500ml）
・焼酎（25％）では約1/2合（100ml）

飲酒に関して特に気をつけてほしい方

〇20歳未満の方　（4月は『20歳未満飲酒防止強調月間』です。）
　20歳未満の方の飲酒は法律で禁止されています。また、成長過程にある20歳未満の方はアル
コールを分解する能力が未熟であるため、心身に大きな影響を与えます。さらに、事故や事件
を起こしたり、巻き込まれる危険性も高くなります。本人の自覚も大切ですが、周囲の大人も
20歳未満の方への飲酒を防ぎましょう。
〇妊婦
　妊娠中に飲酒すると、生まれてくる赤ちゃんに、体重の減少・顔面などの奇形・脳の障害など、
さまざまな悪影響が出るおそれがあり、胎児性アルコール症候群と呼ばれています。また、授
乳中の飲酒は、アルコールが母乳に含まれてしまうだけではなく、乳汁の分泌量にも影響します。
妊娠中・授乳中の飲酒は、少量であっても避けましょう。

問い合わせ　健康福祉課　保健師　℡86-2216

問い合わせ　健康福祉課　℡86-2216

風しん抗体検査・予防接種を受けましょう
　昭和47年4月2日～昭和54年4月1日生まれの男性の方には、令和元年度に無料で受けられる
クーポン券を発送しております。有効期限が2020年3月末までとなっていますが、まだ検査を
受けていない方は、令和2年度も受けることができますので、ご希望の方には役場健康福祉課
で無料クーポン券を再発行させていただきます。
　なお、昭和37年4月2日～昭和47年4月1日生まれの男性の方には令和2年度「風しん抗体検査
及び風しん予防接種クーポン券」を郵送しておりますので、是非ご利用ください。
※抗体検査・予防接種を受けられる医療機関等のリストは、厚生労働省HPにてご確認ください。

赤ちゃんが障がい
をもって生まれる
可能性があります

風しんに感染するとあな
たが苦しいだけではなく

風しん拡散 妊婦さん感染
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ヘルシー食生活通信

朝食抜きは、肥満への近道︖︕
　１日３食きちんと食べていますか︖
　私たちのカラダは、食べることで体温が上がり、代謝が活性化されます。しかし、食べない
とカラダはエネルギーを節約しようとするため、エネルギーが使われにくいカラダ＝エコなカ
ラダになり、“ 痩せにくいカラダ”になってしまいます。
　さらに朝食を摂らないと、空腹の時間が長くなるため血糖値が低下し、食欲が増してしまう
ため昼食や夕食を多く食べるようになります。すると、インスリンというホルモンが過剰に分
泌されて、脂肪の吸収が高まることで肥満になりやすくなります。
　特に朝食は１日の活動のはじまりのスイッチを入れるために大切です!

●朝食習慣をつけるための一工夫
　出来ることから始めていくことが大切

【ステップ１】食べる時間をつくる
　・夜更かしをせずに、今よりも早く寝て、少し早く起きる習慣をつくりましょう。

【ステップ２】朝食を食べられる体をつくる
　・ 夕食を軽めにし、食べ過ぎないようにすることで、朝に適度に空腹感があるような体

の状態をつくりましょう。

【ステップ３】手軽に食べられるものを準備する
　・ 時間がない朝でも、調理をする手間なく、すぐに食べられるものを準備しておきま

しょう。 
　　【おすすめのお手軽な一品】おにぎり、パン、ヨーグルト、果物、牛乳
 　　※おにぎりやパンに、具沢山のスープ等をプラスするとバランスアップ︕︕

☆じゃこの焼きおにぎり☆

【材料と分量　2人分】
ごはん 400ｇ
ちりめんじゃこ 30ｇ
しょうゆ 適宜

ヘルスメイト

【 作り方 】
①ごはんとちりめんじゃこを混ぜてにぎる。
②しょうゆを塗って、オーブントースターで焼く。

【1人分の栄養価】
エネルギー たんぱく質 脂　質 塩　分
184kcal 5.7g 0.6g 0.9g

簡単朝ごはん
冷凍しておくと便利!!
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●成人健康相談　（時間は受付時間です）
　持ち物　健康手帳

▼大宮
27日（水）
午前 9 時30分～午前10時15分 上西出集会所
午前10時45分～午前11時30分 登利集会所
午後 1 時30分～午後 2 時 勝瀬集会所
午後 2 時30分～午後 3 時 小広瀬集会所
午後 3 時30分～午後 4 時 毘沙野集会所

▼紀勢
１日（金）
午前10時～午前10時30分 高岡会館
午前11時～午前11時30分 紀勢老人福祉センター
午後 1 時30分～午後 2 時30分 福羅会館

●妊婦・産婦・育児相談
　母子健康手帳をご持参ください。
21日（木）　午前10時～午前11時30分

子育て支援センター　すくすく

日時等に変更がある場合は行政チャンネルで
連絡いたします

●400ｍｌ献血
13日(水)
午前9時30分～午前11時
　　大紀町役場　本庁　みらいーな
午後1時～午後2時
　　ノリタケ伊勢電子(株)
午後3時～午後4時30分
　　大紀町役場　七保支所

ご協力よろしくお願いいたします。
共催︓奥伊勢ライオンズクラブ

大内山川漁業協同組合
漁期（5月～9月）河川監視員募集

仕事内容：河川パトロール、釣果聞き取り等
勤務時間：午前9時～午後3時半
待　　遇：労災保険、交通費支給
時　　給：1,000円　※週1回休み有

問い合わせ　大内山川漁業協同組合
　　　　　　大紀町崎2167　℡0598-74-0666

大紀町広報紙およびホームページ有料広告のお知らせ
「広報たいき」、「大紀町ホームページ」では、有料広告・有料バナー広告掲載を受け付けています。

問い合わせ　企画調整課　℡86-2214

【申し込み】　 広報紙は、掲載希望月号発行日の1ヶ月前まで、ホームページは掲載希望月前
月の1日までに企画調整課までお申し込みください。

広報紙

掲載対象 町内に本所 ・ 本店または支店 ・ 営業所のある事業所
サイズ 縦　5cm　×　横　8cm
掲載期間 1回
掲載料 2,000円

ホームページ
（バナー広告）

掲載対象 町内外を問いません
サイズ 縦　54ピクセル　×　横　190ピクセル
掲載期間 1ヶ月　　町内広告者　　2,000円　　町外広告者　　5,000円
掲載期間 半年間  町内広告者　10,000円　　町外広告者　25,000円
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大紀町の魚に新しく「アユ」が追加され
海の魚が「ブリ」川の魚が「アユ」になりました
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1月の納税など

　固定資産税
　国民健康保険税
　介護保険料
　水道料金

4月の納税など 町のすがた　3月末現在

人口 8,270人

男 3,904人

女 4,366人

世帯数 3,994戸

問い合わせ　防災安全課　℡73-3318

問い合わせ　紀勢地区広域消防組合・紀勢地区防火協会　℡0598-82-3613

春先は、空気の乾燥した状況が続き、強い風が吹くことから、

山火事・枯草火災が多く発生しますので、林野火災にご注意下さい。

～守りたい 森と未来を 炎から～

【林野火災予防のための注意点】
・枯草などがある場所では、たき火をしないこと
・たばこの投げ捨ては、絶対にしないこと
・風が強いとき・空気が乾燥しているときは、たき火や火入れをしないこと
・たき火など火の使用中はその場を離れず、使用後は完全に消火すること

防災行政無線を用いた情報伝達訓練の実施について
　大紀町では、地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達訓練を行い
ます。
　この訓練は、全国瞬時警報システム（Jアラート（※））から送られてくる国からの緊急情報
を、防災行政無線を用いて確実に皆様にお伝えするため、町内で緊急情報の試験放送を行い
ます。

（１）訓練実施日時
　　令和2年 5 月20日（水）　　午前11時ごろ
　　令和2年10月 7 日（水）　　午前11時ごろ
　　令和3年 2 月17日（水）　　午前11時ごろ
　　※地震、津波、台風などの状況により、中止する場合があります。

（２）訓練で行う放送試験
情報伝達手段 放送内容

防災行政無線

町内にある防災行政無線から一斉に、次のように放送されます。
【放送内容】　　　上りチャイム音

　　　　　　＋　「これは、Jアラートのテストです。」×3
　　　　　　＋　「こちらは、こうほう大紀です。」
　　　　　　＋　下りチャイム音

（注）大紀町以外の地域でも、全国的に様々な情報伝達手段で試験が実施されます。

※ Ｊ-アラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、
国から人工衛星などを通じて瞬時にお伝えするシステムです。
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